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In-match biosignals predict win/loss and assess expertise

実戦時の生体信号計測による勝敗予測と熟達度の評価

eスポーツが解き明かす勝負の本質

どんな研究
競技力の向上には勝利に結びつくメンタルや熟達度の客観的評価が重要です。しかし、その評価はコーチの経
験則に偏り、科学的裏付けが不十分です。本研究では、eスポーツ対戦中の心身の状態を計測し、脳状態によ
る勝敗予測の可能性と、上級者と中級者の生理反応の違いを検証します。

どこが凄い
試合直前の脳波から約80%の精度で勝敗を予測できることを解明しました。また、上級者の筋出力は勝負所で
増大し、上級者同士の対戦中に心拍同期が顕著になることも発見しました。勝敗を分ける「内的な身体状態」
を初めて定量化し、熟達の深さを評価する新しい尺度を確立しました。

めざす未来
科学的根拠に基づくトレーニング手法の開発や、選手の熟達度評価への貢献をめざします。さらにプレッシャー
下でも理想的な生理状態へ導くメンタル制御技術を確立することにより、医療や工事現場など、高度な緊張感
や判断力が求められる実社会の多様な場面への応用も期待されます。
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